












要約:東京都下の日本赤十字社 5病院の産科施設は 1976 年 4 月以降病院ベースの先天異常

モニタリングを継続している。今回は1991 年 1 月から 12 月までに診定された先天異常発

生状況を 89,90 年と対比して報告する。全先天異常は各年それぞれ 224.8,197.4,197.8(出

産 1 万対)、最高頻度は内反足・鉤足(15.6～25.7)、副耳(17.1～23.6)、ついで多指(7.1

～13.6)唇口蓋裂(7.5～12.8)ダウン症候群(8.6～10.6)(母年齢35歳以上では12.1～43.7)

とつづく。無脳症は'89,91 年は予測数(8.4)を著しく下廻っが(それぞれ 2.8,1.5)、一方、

脳瘤、二分脊椎、水頭症が年により、それぞれの予測数 1.0,3.2,2.1 を大きく上廻った。 


